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も く じも く じ中
山
七
里
を
ゆ
く
列
車
（
岐
阜
県
）

岐阜県下呂市三原から雄大な飛騨川沿
いに金山境橋まで約28kmにわたって
続く渓谷は「中山七里」と呼ばれ、飛
騨路を代表する景勝地として知られて
いる。その中央部にあたる下原ダム湖
に沿った橋梁をゆく高山本線の車窓か
らは、四季を通じて絶景を楽しむこと
が出来る。

こ
の
4
月
、
地
域
自
治
会
の
役
員
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
選
挙
で
選
ば
れ
た
の
だ
が
、
自
分
自
身
、

自
宅
と
大
学
の
あ
る
宇
都
宮
と
の
二
重
生
活
な
の

で
、
地
元
で
の
知
名
度
は
低
い
。
社
協
の
役
員
を
し

て
い
る
妻
と
、
犬
用
車
い
す
で
散
歩
し
て
い
て
す
っ

か
り
有
名
に
な
っ
た
愛
犬
の
七
光
り
で
の
当
選
で
あ

る
。
69
歳
の
私
だ
が
、
ご
他
聞
に
漏
れ
ず
高
齢
化
が

進
む
自
治
会
内
で
は
新
米
の
若
僧
で
、
役
職
は
「
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
担
当
」。
土
曜
日
ご
と
に
地
区
内
の
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
、
地
域
の
祭
り
で
は
交
通
整
理

と
焼
き
そ
ば
屋
さ
ん
。
会
場
の
設
営
・
撤
営
に
大
汗

を
か
い
た
。

さ
て
、
防
犯
面
の
活
動
は
と
も
か
く
、
防
災
・
減

災
面
の
現
状
は
お
寒
い
限
り
で
あ
る
。
数
年
前
に
自

治
防
災
会
が
立
ち
上
が
っ
て
い
た
の
だ
が
、
実
際
の

活
動
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
。
当
時
の
役
員
か
ら
の
引
き

継
ぎ
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
市
の
働
き
か
け
で
行
わ

れ
る
防
災
訓
練
も
、
起
震
車
で
の
地
震
体
験
と
消
防

官
の
講
話
く
ら
い
で
、
実
際
の
役
に
立
ち
そ
う
も
な

い
。
防
災
士
の
資
格
を
持
つ
同
僚
が
、
役
員
会
で
防

災
・
減
災
体
制
の
整
備
を
提
案
し
た
が
、
仕
事
を
増

や
し
た
く
な
い
役
員
か
ら
は
「
行
政
や
消
防
に
任
せ

て
お
け
ば
よ
い
」
な
ど
、
消
極
的
な
意
見
ば
か
り
で

あ
る
。
そ
こ
で
私
は
、「
阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
に

は
、
電
柱
が
1
万
8
千
本
も
倒
れ
て
、
被
災
地
に
消

防
車
も
救
急
車
も
入
れ
な
く
な
っ
た
。
罹
災
者
の
救

出
や
初
期
消
火
は
、
自
分
た
ち
で
や
ら
ざ
る
を
得
な

い
。」
と
い
う
話
を
し
て
、
ど
う
に
か
取
組
み
に
対

す
る
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
い
ざ
始
め
よ
う
と
思
っ
て
も
次
々
と
難
題

が
明
ら
か
に
な
る
。
市
か
ら
は
小
学
校
に
設
定
さ
れ

て
い
る
避
難
所
の
運
営
を
頼
ま
れ
て
い
る
が
、
地
区

内
の
緊
急
活
動
と
避
難
所
運
営
を
、
数
少
な
い
メ
ン

バ
ー
で
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
し
て
い
る
地
区
内
で
は
、
災

害
発
生
時
に
誰
が
い
る
の
か
も
定
か
で
は
な
い
。
消

防
団
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
消
火
栓
が
あ
っ
て
も

使
い
方
も
分
か
ら
な
い
。

学
校
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
地
区
防
災
・
減
災

計
画
を
立
て
て
、
災
害
図
上
訓
練
（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
），
避

難
所
運
営
訓
練
（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）
な
ど
を
実
施
す
る
の
が

理
想
で
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
ア
ン
ケ
ー
ト
と
初
期

消
火
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
前
途
多
難

で
あ
る
。

も
う
50
年
近
く
も
ま
ち
づ
く
り
の
現
場
を
歩
い
て

き
た
私
だ
が
、
紺
屋
の
白
袴
で
あ
っ
た
こ
と
を
今
更

な
が
ら
自
戒
し
て
い
る
。
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政 策

Ⅰ
．
は
じ
め
に

力
強
い
日
本
経
済
を
立
て
直
す
た
め
の

成
長
戦
略
の
柱
と
し
て
、
観
光
立
国
の
実

現
に
向
け
て
強
力
に
施
策
を
推
進
す
べ

く
、
2
0
1
3
年
、
総
理
が
主
宰
し
全
閣

僚
を
構
成
員
と
す
る
「
観
光
立
国
推
進
閣

僚
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
政
府
の
観
光
政

策
に
関
す
る
具
体
的
な
行
動
計
画
で
あ
る

「
観
光
立
国
実
現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
た
。

同
年
、
史
上
初
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者

数
1
、
0
0
0
万
人
を
達
成
し
、
翌
2
0

1
４
年
1
月
に
は
、
同
閣
僚
会
議
に
お
い

て
、
2
0
2
0
年
に
向
け
て
2
、
0
0
0

万
人
の
高
み
を
目
指
す
と
の
目
標
を
決
定

す
る
と
と
も
に
、
同
年
６
月
に
は
「
観
光

立
国
実
現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
2
0
1
４
」
を
策
定
し
た
。
そ
の

実
施
に
官
民
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
だ
結

果
、
2
0
1
４
年
は
約
1
、
3
４
1
万
人

に
ま
で
急
増
し
、
閣
僚
会
議
発
足
前
の
約

８
3
６
万
人
（
2
0
1
2
年
）
か
ら
、
わ

ず
か
2
年
で
5
0
0
万
人
も
増
加
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
。

本
年
に
入
っ
て
か
ら
も
訪
日
外
国
人
旅

行
者
数
は
非
常
に
好
調
な
伸
び
を
見
せ
て

お
り
、
1
月
～
5
月
は
前
年
同
期
比
で

44
・
9
％
増
と
、
い
ま
や
、
訪
日
外
国
人

旅
行
者
数
2
、
0
0
0
万
人
の
実
現
が
視

野
に
入
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
本
年
６
月
、
政
府

は
、「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
2
0

1
5
」
を
策
定
し
た
。

本
年
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
2

0
1
5
は
、
⑴
ま
ず
第
一
に
「
2
、
0
0

0
万
人
時
代
」
へ
の
万
全
の
備
え
を
進
め

る
と
と
も
に
、
⑵
観
光
を
日
本
の
基
幹
産

業
へ
飛
躍
さ
せ
る
、
⑶
地
方
創
生
へ
の
貢

献
を
図
る
、
⑷
質
の
高
い
観
光
交
流
を
実

現
す
る
、
と
の
４
つ
の
視
点
に
立
っ
た
行

動
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

以
下
、
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

⑴�「
2
、0
0
0
万
人
時
代
」へ
の
万
全
の

備
え

訪
日
外
国
人
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る

状
況
を
踏
ま
え
、「
2
、0
0
0
万
人
時
代
」

を
万
全
の
備
え
で
迎
え
る
こ
と
が
、
ま
ず

第
一
に
重
要
で
あ
る
。こ
の
た
め
、交
通
機

関
・
宿
泊
施
設
等
の
供
給
能
力
（
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
ー
）
が
制
約
要
因
と
な
ら
な
い
よ

う
、
官
民
の
関
係
者
が
十
分
連
携
を
と
っ

て
、「
2
、
0
0
0
万
人
時
代
」
へ
の
受

入
環
境
整
備
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
る
。
急

増
す
る
訪
日
需
要
を
一
過
性
に
終
わ
ら
せ

る
こ
と
な
く
、
取
組
を
加
速
し
、「
2
、

0
0
0
万
人
時
代
」の
早
期
実
現
を
図
る
。

⑵
観
光
を
日
本
の
基
幹
産
業
へ

昨
年
の
訪
日
外
国
人
に
よ
る
旅
行
消
費

額
は
、
2
兆
2
7
８
億
円
に
達
し
た
。
閣

僚
会
議
発
足
前
と
比
較
す
る
と
2
年
間
で

約
1
兆
円
増
加
し
て
、
ほ
ぼ
倍
増
し
、「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
」
が
日
本
経
済
を
下
支

え
す
る
ま
で
と
な
っ
た
。
既
に
、
交
通
・

旅
行
・
飲
食
・
宿
泊
は
も
と
よ
り
、
小

売
・
流
通
・
製
造
・
伝
統
工
芸
な
ど
の
産

業
が
力
強
く
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
取
り

込
み
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
、
更
に
、
こ

う
し
た
産
業
の
領
域
を
拡
げ
つ
つ
、
観
光

に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
が
、
生
産
性

を
向
上
さ
せ
な
が
ら
、新
た
な
サ
ー
ビ
ス
・

商
品
を
生
み
出
し
、「
稼
ぐ
力
」
を
一
層

高
め
て
、
日
本
経
済
の
成
長
の
重
要
な
一

翼
を
担
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
か
ら
の
観
光
政
策
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
「
稼
ぐ
こ
と
」
を
明
確
に
意
識
し

て
推
進
し
て
い
く
。
観
光
を
、
日
本
経
済

を
牽
引
す
る
基
幹
産
業
に
飛
躍
さ
せ
、2
、

0
0
0
万
人
が
訪
れ
る
年
に
、「
外
国
人

観
光
客
に
よ
る
旅
行
消
費
額
４
兆
円
」
を

目
指
す
。

⑶
地
方
創
生
へ
の
貢
献

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
直
面
す
る

我
が
国
に
お
い
て
、
地
方
に
お
け
る
需
要

を
生
み
出
し
、
雇
用
を
創
出
す
る
「
地
方

創
生
」
は
、喫
緊
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

観
光
は
、
海
外
か
ら
の
旺
盛
な
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
の
取
り
込
み
に
よ
っ
て
交
流
人

口
を
拡
大
さ
せ
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
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町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

政 策

原
動
力
と
な
る
。

ま
た
、
国
内
観
光
振
興
も
極
め
て
重
要

で
あ
り
、
外
国
人
観
光
客
の
み
な
ら
ず
、

日
本
人
も
、
よ
り
一
層
旅
行
に
出
か
け
、

各
地
で
旅
行
者
と
住
民
と
の
交
流
を
生
み

出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
、
点
か
ら
線
、
線
か
ら
面
へ
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
し
て
、
内
外
か
ら
の
観
光
客
を

呼
び
込
み
、
2
、
0
0
0
万
人
が
訪
れ
る

年
に
、「
日
本
全
国
で
40
万
人
の
新
た
な

雇
用
の
創
出
」
を
目
指
す
。

⑷
質
の
高
い
観
光
交
流

外
国
人
旅
行
者
に
、
我
が
国
の
歴
史
・

文
化
の
魅
力
や
各
地
の
特
色
あ
る
地
域
文

化
を
知
り
、
日
本
人
の
暮
ら
し
・
生
き
方

に
直
接
触
れ
、
深
く
日
本
を
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本

人
も
、諸
外
国
と
の
双
方
向
交
流
に
よ
り
、

国
際
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。諸
外
国
と
の
間
の
信
頼
感
と
共
感
、

友
好
と
平
和
の
基
礎
と
な
る
こ
う
し
た
相

互
理
解
を
通
じ
て
、
日
本
人
自
ら
も
、
日

本
の
文
化
や
地
域
の
価
値
を
再
認
識
し
、

誇
り
に
思
う
よ
う
な
「
質
の
高
い
」
観
光

立
国
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
４
つ
の
視
点
に
立
っ
て
、
ア
ク

シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
2
0
1
5
で
は
、

以
下
の
６
つ
の
柱
を
立
て
、
政
府
一
丸
、

官
民
一
体
と
な
っ
た
取
組
を
強
力
に
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
た
。

Ⅱ
．�

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
０
１
５
の
施
策
概
要

1
．�

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
新
時
代
に
向
け
た
戦

略
的
取
組

訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
2
、
0
0
0
万

人
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
先
の
3
、
0
0
0

万
人
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
戦
略
的
・
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

た
め
、
広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
の
形
成
・

発
信
、地
方
空
港
の
積
極
活
用
等
に
よ
り
、

好
調
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
効
果
を
地

方
の
隅
々
に
ま
で
行
き
わ
た
ら
せ
る
と
と

も
に
、
冬
・
雪
の
シ
ー
ズ
ン
の
魅
力
発
信

に
よ
り
、
年
間
を
通
し
て
季
節
に
偏
る
こ

と
の
な
い
訪
日
需
要
の
創
出
を
目
指
す
。

さ
ら
に
、
未
来
を
担
う
海
外
の
若
者
に

日
本
を
訪
れ
て
も
ら
っ
て
、
日
本
の
良
き

理
解
者
を
育
む
と
と
も
に
、日
本
の
歴
史
・

文
化
に
高
い
関
心
を
有
し
つ
つ
ま
だ
十
分

に
取
り
込
め
て
い
な
い
欧
米
か
ら
の
訪
日

需
要
も
確
実
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
訪
日
客
層
を
形
成
す
る
な

ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
中
長
期
的
視
野

で
将
来
を
見
据
え
た
取
組
に
着
手
す
る
。

こ
の
よ
う
な
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ

パ
ン
の
旗
手
で
あ
る
日
本
政
府
観
光
局

（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
を
中
心
と
し
て
、
官
民
の

関
係
者
が
一
体
と
な
っ
た
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
の
体
制
で
海
外
現
地
で
の
訴
求
力
を
高

め
、
川
上
（
現
地
）
か
ら
直
接
的
で
強
力

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
く
。

ま
た
、
ビ
ザ
要
件
の
更
な
る
戦
略
的
緩

和
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

双
方
向
で
の
交
流
促
進
に
取
り
組
む
。

2
．�

観
光
旅
行
消
費
の
一
層
の
拡
大
、
幅

広
い
産
業
の
観
光
関
連
産
業
と
し
て

の
取
り
込
み
、
観
光
産
業
の
強
化

消
費
税
免
税
制
度
の
拡
充
を
契
機
と
し

て
、
日
本
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
へ
の
注
目

が
高
ま
る
中
、
免
税
手
続
カ
ウ
ン
タ
ー
制

度
や
ク
ル
ー
ズ
埠
頭
に
お
け
る
臨
時
の
免

税
店
届
出
制
度
を
活
用
し
た
地
域
産
品
・

農
産
品
の
販
売
拡
大
、
外
国
人
に
訴
求
す

る「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」の
認
定
に
よ
る
販
売

促
進
等
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
の
効
果
を
地

域
に
波
及
さ
せ
る
た
め
の
取
組
を
進
め
る
。

ま
た
、
今
後
、
幅
広
い
産
業
を
観
光
関

連
産
業
と
し
て
取
り
込
み
つ
つ
、
業
種
を

超
え
て
横
の
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、

観
光
産
業
に
お
け
る
人
材
育
成
等
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
の

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
高
度
化
を
図
る
。

3
．�

地
方
創
生
に
資
す
る
観
光
地
域
づ
く

り
、
国
内
観
光
の
振
興

「
観
光
地
経
営
」
の
視
点
に
立
っ
て
観

光
地
域
づ
く
り
の
中
心
と
な
る
組
織
・
機

能
（
日
本
版
D
M
O
）
を
確
立
し
な
が
ら
、

日
本
の
魅
力
を
徹
底
的
に
磨
き
上
げ
る
と

と
も
に
、
観
光
地
域
を
テ
ー
マ
性
・
ス

ト
ー
リ
ー
性
を
も
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

し
、広
域
的
に
発
信
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、

内
外
か
ら
の
旅
行
者
を
惹
き
付
け
る
魅
力

あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
地
方
創
生
・
国
内
観
光
振
興
を

移
動
面
で
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
べ
く
、

交
通
手
段
の
サ
ー
ビ
ス
・
価
格
面
の
魅
力

を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
Ｌ
Ｃ

Ｃ
・
高
速
バ
ス
等
の
低
廉
か
つ
良
質
な
交

通
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
や
す
い
環
境
の
整

備
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
か
つ
効
果
的
に
進
め

て
い
く
。

あ
わ
せ
て
、
国
内
観
光
の
振
興
を
図
る

べ
く
、
若
者
へ
の
教
育
活
動
や
休
暇
取
得

促
進
な
ど
、
国
民
の
旅
行
振
興
に
向
け
た

意
識
醸
成
・
環
境
整
備
を
促
進
す
る
。

さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
力
強
く

復
興
し
て
い
く
被
災
地
へ
の
支
援
を
し
っ

か
り
と
進
め
て
い
く
。

４
．�

先
手
を
打
っ
て
の
「
攻
め
」
の
受
入

環
境
整
備

外
国
人
旅
行
者
の
不
便
や
障
害
、
不
安

等
を
徹
底
的
に
解
消
す
る
と
と
も
に
、
訪

日
外
国
人
旅
行
者
の
満
足
度
を
一
層
高
め

る
「
受
入
環
境
整
備
」
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
拡
大
に
必
須
の
課
題
領
域
で
あ
る
。
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政 策

2
0
1
６
年
度
ま
で
に
空
港
で
の
入
国

審
査
最
長
待
ち
時
間
を
20
分
以
下
に
短
縮

す
る
と
の
目
標
に
向
け
て
、
C
I
Q
要
員

の
「
機
動
的
体
制
」
の
構
築
を
は
じ
め
、

外
国
人
旅
行
者
が
移
動
・
滞
在
し
や
す
い

環
境
の
整
備
に
向
け
た
「
攻
め
」
の
取
組

を
徹
底
・
強
化
す
る
。

ま
た
、
年
間
2
、
0
0
0
万
人
、
さ
ら

に
は
そ
の
先
の
年
間
3
、
0
0
0
万
人
の

訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
る
に
あ

た
っ
て
、
航
空
・
バ
ス
等
の
交
通
機
関
、

宿
泊
施
設
等
の
供
給
能
力
が
制
約
要
因
と

な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
需
給
の
状
況
を

丁
寧
に
見
な
が
ら
、
貸
切
バ
ス
の
営
業
区

域
の
弾
力
化
を
は
じ
め
、
適
切
な
対
応
を

図
る
。
特
に
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
が

急
激
に
増
加
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え

「
2
、
0
0
0
万
人
時
代
」
を
万
全
の
備

え
で
迎
え
る
観
点
か
ら
、
官
民
の
関
係
者

が
十
分
連
携
を
と
っ
て
、
受
入
環
境
整
備

を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
く
。

5
．�

外
国
人
ビ
ジ
ネ
ス
客
等
の
積
極
的
な

取
り
込
み
、
質
の
高
い
観
光
交
流

外
国
人
ビ
ジ
ネ
ス
客
を
積
極
的
に
取
り

込
む
た
め
、
来
訪
・
滞
在
環
境
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
1
）
の
誘

致
・
開
催
を
通
じ
て
、
日
本
へ
の
ビ
ジ
ネ

ス
の
呼
び
込
み
等
を
促
進
す
る
。
ま
た
、

発
信
力
・
発
言
力
の
高
い
富
裕
層
の
積
極

的
な
取
り
込
み
を
図
る
。

さ
ら
に
、
我
が
国
が
真
の
観
光
立
国
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
量
的
拡
大
の
み
な

ら
ず
、日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
に
、

我
が
国
の
歴
史
的
・
文
化
的
な
魅
力
を
知

り
、
各
地
で
日
本
人
の
暮
ら
し
・
生
き
方

に
直
接
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
深

く
日
本
を
理
解
し
て
も
ら
う
等
、
質
の
高

い
観
光
交
流
を
推
進
す
る
。

６
．�「
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
大
会
後
」、「
2

0
2
0
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」
及
び
「
そ
の
後
」
を
見

据
え
た
観
光
振
興
の
加
速

オ
リ
パ
ラ
開
催
国
と
し
て
の
国
際
的
注

目
度
を
活
か
し
て
、
全
国
津
々
浦
々
、
広

く
地
域
に
開
催
効
果
を
も
た
ら
し
、「
東

京
オ
リ
パ
ラ
」
を
「
日
本
オ
リ
パ
ラ
」
と

す
べ
く
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
を
強
力
に

推
進
す
る
。
特
に
、
2
0
1
６
年
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
大
会
後
か
ら
2
0
2
0
年
ま

で
次
期
開
催
国
と
し
て
世
界
に
注
目
さ
れ

る
期
間
を
活
用
し
て
、
戦
略
的
な
訪
日
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
今
回
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
は
、
少
子
高
齢
化
に
直
面
す
る
日
本
に

お
い
て
、
高
齢
者
や
年
少
者
、
障
害
者
等

が
過
ご
し
や
す
い
社
会
環
境
の
整
備
が
進

ん
で
い
る
こ
と
を
世
界
に
発
信
す
る
チ
ャ

ン
ス
だ
と
捉
え
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
取
組

を
一
層
加
速
化
さ
せ
る
。

さ
ら
に
は
、
地
域
の
発
展
に
資
す
る
質

の
高
い
観
光
交
流
を
行
っ
て
い
く
べ
く
、

オ
リ
パ
ラ
開
催
後
を
見
据
え
、
誰
も
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ
た
公
共
施
設
・
交

通
イ
ン
フ
ラ
等
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
が
自
ら
の
歴
史
・
文
化
等
の
真

の
価
値
を
再
認
識
し
、
こ
れ
ら
の
魅
力
を

観
光
資
源
と
し
て
磨
き
上
げ
る
等
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
レ
ガ
シ
ー
を
地
域
に

遺
し
、
発
展
さ
せ
て
い
く
。

Ⅲ
．
お
わ
り
に

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
2
0
1
5

で
は
、
以
上
の
柱
を
立
て
て
、
取
組
を
着

実
か
つ
強
力
に
実
行
し
、「
2
、
0
0
0

万
人
時
代
」
へ
の
備
え
を
万
全
な
も
の
と

し
、
そ
の
早
期
実
現
を
図
る
と
と
も
に
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
る
2
0
2
0
年
を
重
要
な
通

過
点
と
し
て
、
そ
の
先
に
は
、
外
国
人
旅

行
者
3
、0
0
0
万
人
が
訪
れ
る
よ
う
な
、

世
界
に
誇
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
国
づ
く
り
を

目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
の
実
現
に

向
け
て
は
、
交
通
機
関
・
宿
泊
施
設
等
の

受
入
環
境
整
備
は
も
と
よ
り
、
少
子
高
齢

化
に
よ
る
人
口
減
少
が
急
速
に
進
む
中

で
、
3
、
0
0
0
万
人
を
超
え
る
外
国
人

旅
行
者
を
日
常
的
に
迎
え
、
も
て
な
す
国

の
姿
・
社
会
の
あ
り
方
に
つ
き
、
今
か
ら

議
論
を
深
め
、
態
勢
を
整
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
外
国
人
観
光
客
が

ご
く
当
た
り
前
に
地
域
を
行
き
交
い
、
ま

ち
に
活
気
が
生
ま
れ
、
力
強
く
雇
用
が
創

出
さ
れ
る
社
会
、
真
に
世
界
に
開
か
れ
た

国
の
実
現
を
目
指
し
て
、
今
後
、
一
層
強

力
に
観
光
立
国
を
進
め
る
べ
く
、
政
府
一

丸
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

注
1
）M

IC
E

：M
eeting

（
企
業
等
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
）、Incentive

（
企
業
等
の
報
奨
・

研
修
旅
行
）、C

onvention

（
国
際
会
議
）、

Exhibition/Event

（
展
示
会
・
イ
ベ
ン
ト
）

の
総
称
。
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政 策

１
．�

国
の
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団

体
等
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

利
用
の
概
要

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
基
づ
く
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度（
以
下「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
」
と
い
う
。）
は
、
社
会
保
障
、
税

及
び
災
害
対
策
の
分
野
の
行
政
手
続
に
お

い
て
個
人
番
号
（
以
下
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」

と
い
う
。）
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
行
政

運
営
の
効
率
化
を
図
り
、
国
民
に
と
っ
て

利
便
性
の
高
い
、
公
平
・
公
正
な
社
会
を

実
現
す
る
た
め
の
社
会
基
盤
と
し
て
導
入

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

国
の
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
等

は
、
社
会
保
障
、
税
及
び
災
害
対
策
に
関

す
る
特
定
の
事
務
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
第
９
条
第
１
項
、
同

法
別
表
第
１
）、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
お

い
て
定
め
る
場
合
に
は
、
他
の
行
政
機
関

や
地
方
公
共
団
体
等
と
の
間
で
、
情
報
連

携
基
盤
と
し
て
設
置
さ
れ
る
情
報
提
供

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
個

人
情
報
の
授
受
（
情
報
連
携
）
が
で
き
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法

第
19
条
第
７
号
、
同
法
別
表
第
２
）。
こ

の
場
合
、
行
政
手
続
に
お
い
て
添
付
が
必

要
と
さ
れ
る
書
類
に
つ
い
て
提
出
が
あ
っ

た
も
の
と
み
な
さ
れ
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法

第
22
条
第
２
項
）、
国
民
・
住
民
に
と
っ

て
の
負
担
軽
減
・
利
便
性
の
向
上
が
図
ら

れ
る
こ
と
と
な
る
。

２
．�
地
方
公
共
団
体
の
独
自
利
用
事

務
と
情
報
連
携

地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
の
実
情
を
踏

ま
え
、法
律
に
基
づ
く
事
務
の
み
な
ら
ず
、

条
例
等
に
基
づ
く
多
様
な
事
務
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
第
９

条
第
２
項
は
、
社
会
保
障
、
地
方
税
又
は

防
災
に
関
す
る
事
務
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
独
自
利
用
事
務

と
し
て
条
例
で
定
め
れ
ば
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。

地
方
公
共
団
体
か
ら
は
、
こ
の
独
自
利

用
事
務
に
つ
い
て
も
情
報
提
供
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
他
の
地
方

公
共
団
体
や
国
の
行
政
機
関
等
と
の
間
で

情
報
連
携
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
行
政

の
効
率
化
が
進
む
と
と
も
に
、
国
民
・
住

民
に
と
っ
て
の
利
便
性
の
向
上
も
図
ら
れ

る
こ
と
と
な
る
こ
と
か
ら
、
継
続
し
て
要

望
が
な
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特

定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
に
お
い
て
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
別
表
第
二
の
第
二
欄
に

定
め
る
事
務
（
以
下
「
法
定
事
務
」
と
い

う
。）
に
準
ず
る
範
囲
で
、
同
事
務
に
係

る
特
定
個
人
情
報
の
提
供
が
可
能
と
な
る

よ
う
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
第
19
条
第
14
号

に
規
定
す
る
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会

規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）
に
係

る
検
討
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

３
．�

情
報
連
携
の
対
象
と
な
る
独
自

利
用
事
務
の
事
例
等
に
つ
い
て

特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
事
務
局
に

第2931号5　平成27年 8 月31日

平
成
27
年
８
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
第
55
回
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
会

議
に
お
い
て
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律（
平
成
25
年
法
律
第
27
号
。
以
下「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
」

と
い
う
。）
第
９
条
第
２
項
の
条
例
で
定
め
る
事
務
（
以
下
「
独
自
利
用
事
務
」

と
い
う
。）
で
あ
っ
て
、
他
の
地
方
公
共
団
体
や
国
の
行
政
機
関
等
と
の
間
で

の
情
報
連
携
の
対
象
と
な
る
事
務
の
事
例
等
が
報
告
さ
れ
、
公
表
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
内
容
、
検
討
経
緯
に
つ
い
て
概
略
を
解
説
す
る
。

な
お
、
本
稿
は
あ
く
ま
で
平
成
27
年
８
月
21
日
現
在
に
お
け
る
も
の
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
本
稿
中
意
見
に
わ
た
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
個
人
的
見

解
で
あ
り
、
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
の
公
式
見
解
で
は
な
い
こ
と
に
つ
き

あ
ら
か
じ
め
お
断
り
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

政策解説

情報連携の対象となるマイナンバー法第９条第２項の
条例で定める独自利用事務の事例等について

特定個人情報保護委員会事務局総務課　課長補佐　上田紘嗣
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政 策

お
い
て
は
、
平
成
27
年
５
月
末
か
ら
７
月

に
か
け
、
独
自
利
用
事
務
に
係
る
情
報
連

携
を
希
望
す
る
地
方
公
共
団
体
を
対
象
と

し
て
、
3
3
１
団
体
か
ら
１
、
８
９
８
事

務
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
（
都

道
府
県
・
政
令
市
の
み
。
政
令
市
を
除
く

市
区
町
村
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
を
通

じ
て
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
と
し
た
。）。

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て
得
ら
れ
た
事
例

等
、
関
係
各
省
と
の
協
議
及
び
主
務
省
令

等
に
係
る
検
討
状
況
を
踏
ま
え
、
情
報
連

携
の
対
象
と
で
き
る
独
自
利
用
事
務
の
事

例
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
こ

れ
に
よ
り
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
要
望
さ
れ
た

事
務
の
７
割
強
を
対
象
と
で
き
る
も
の
で

あ
る
。

※�

カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
、
各
事
務
の
事
例
が
準

ず
る
こ
と
と
想
定
さ
れ
る
法
定
事
務
に
係
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
別
表
第
二
の
項
を
示
し
て

い
る
。

①
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
関
す
る
事
務

（
９
、
74
）

②
小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
日
常
生
活
用
具

の
給
付
に
関
す
る
事
務
（
９
）

③「
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対
す
る

生
活
保
護
の
措
置
に
つ
い
て
（
昭
和
29
年

５
月
８
日
社
発
第
3
８
２
号
厚
生
省
社
会

局
長
通
知
）」
に
基
づ
き
、
行
政
措
置
と

し
て
日
本
国
民
に
対
す
る
生
活
保
護
に
準

じ
た
取
扱
い
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る

外
国
人
の
保
護
に
関
す
る
事
務
（
26
）

④
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
住
宅
等
の

管
理
に
関
す
る
事
務
（
法
定
事
務
に
係
る

も
の
を
除
く
。）（
31
）

※�

住
宅
に
困
窮
す
る
低
額
所
得
者
に
対
す
る
低

廉
な
家
賃
で
の
賃
貸
又
は
転
貸
で
あ
る
場
合

⑤
特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費
の
支
給
に

関
す
る
事
務
（
負
担
金
に
係
る
事
務
）
以

外
の
事
務
で
あ
っ
て
、
地
方
公
共
団
体
に

お
い
て
こ
れ
と
同
様
に
個
人
番
号
を
利
用

す
る
事
務
（
補
助
金
に
係
る
事
務
）（
37
）

⑥
ひ
と
り
親
等
の
医
療
費
助
成
に
関
す
る

事
務
（
57
、
65
）

⑦
児
童
の
育
成
に
係
る
手
当
、
遺
児
に
係

る
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
事
務
（
57
）

⑧
ひ
と
り
親
家
庭
等
を
対
象
と
し
た
給
付

■参考　番号法第９条第２項の条例で定める事務（独自利用事務）の情報連携について

 

○ 地方公共団体は、法律に基づく事務のみならず、多様な社会保障関係事務を実施。 

    例： 子ども医療費助成事務や就学の援助事務など 

 ⇒ 番号法第９条第２項に基づき条例で定める独自利用事務においても、マイナンバーを

利用することで、行政の効率化・住民の利便性の向上が図られる。  

○ 独自利用事務のうち、特定個人情報保護委員会規則の定める要件に合致するものについ

ては、情報提供ネットワークシステム（ＮＷＳ）を使用し、特定個人情報をやりとりする

ことが可能（規則連携）。 

   ⇒ より一層の行政の効率化・住民の利便性の向上が図られる。 

 
 

例１：子ども医療費助成事務の場合 ※Ｂ市に対して申請 

＜現行＞                  ＜今後＞ 

 
 
 

例２：就学の援助事務の場合 ※Ａ県に対して申請 

＜現行＞                  ＜今後＞ 
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政 策

金
等
の
支
給
に
関
す
る
事
務
（
65
）

⑨
重
度
心
身
障
害
者
等
の
医
療
費
助
成
に

関
す
る
事
務
（
67
、
１
０
８
）

⑩
障
害
児
の
育
成
に
係
る
手
当
等
の
支
給

に
関
す
る
事
務
（
67
、
１
０
８
）

⑪
心
身
障
害
者
の
福
祉
に
係
る
手
当
等
の

支
給
に
関
す
る
事
務
（
67
、
１
０
８
）

⑫
障
害
福
祉
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用

者
負
担
の
助
成
に
関
す
る
事
務
（
67
、
１

０
８
）

⑬
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を

総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
以
下

「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
と
い
う
。）
に
基

づ
く
地
域
生
活
支
援
事
業
の
実
施
に
関
す

る
事
務
（
日
常
生
活
用
具
給
付
、
移
動
支

援
等
に
関
す
る
事
務
等
）（
67
、
１
０
８
）

※�

障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
地
域
生
活
支

援
事
業
に
つ
い
て
は
、
主
務
省
令
が
定
ま
る

ま
で
の
当
面
の
措
置
と
し
て
情
報
連
携
を
実

施
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑭
高
齢
者
の
医
療
費
助
成
に
関
す
る
事
務

（
94
）

⑮
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
者
負
担
軽
減
に

関
す
る
事
務
（
94
）

⑯
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
給
付
に
関
す
る
事

務
（
介
護
用
品
支
給
に
関
す
る
事
務
、
日

常
生
活
用
具
の
給
付
に
関
す
る
事
務
、
住

宅
改
造
等
費
用
助
成
に
関
す
る
事
務
、
移

動
支
援
に
関
す
る
事
務
等
（
介
護
保
険
法

に
基
づ
く
市
町
村
特
別
給
付
及
び
地
域
支

援
事
業
を
含
む
。））（
94
）

※
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
市
町
村
特
別
給
付
及

び
地
域
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
主
務
省
令
が

定
ま
る
ま
で
の
当
面
の
措
置
と
し
て
情
報
連
携

を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑰
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関

す
る
事
務
に
併
せ
て
そ
の
他
の
給
付
等
を

実
施
し
て
い
る
事
務
（
１
１
3
）

⑱
私
立
高
等
学
校
等
へ
の
奨
学
給
付
金
の

支
給
に
関
す
る
事
務
（
１
１
3
）

⑲
就
学
援
助
に
関
す
る
事
務
（
小
学
校
・

中
学
校
向
け
、
た
だ
し
医
療
費
は
除
く
。）

（
１
１
3
）

⑳
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
の
支
給
に
関
す
る

事
務
（
１
１
3
）

ほ
か
こ
れ
ら
に
類
す
る
事
務

（
注
：
こ
れ
ら
は
事
務
の
類
型
を
示
す
事
例
で
あ

り
、
実
際
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
規
則
で
定
め

る
要
件
に
合
致
す
る
必
要
が
あ
る
。）

特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
に
お
い
て

は
、
平
成
27
年
の
秋
を
目
途
と
し
て
、
地

方
公
共
団
体
及
び
関
係
省
庁
を
含
む
検
討

会
を
設
置
し
、
上
記
以
外
の
独
自
利
用
事

務
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。４

．
お
わ
り
に

第
２
節
の
冒
頭
に
も
記
し
た
と
お
り
、

地
方
公
共
団
体
は
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え

多
様
な
事
務
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
導
入
す
る

に
当
た
っ
て
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
で
定

め
ら
れ
て
い
る
法
律
に
基
づ
く
事
務
の
ほ

か
に
独
自
利
用
事
務
と
し
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
行
政
運
営
の

効
率
化
や
住
民
の
利
便
性
の
向
上
が
図
ら

れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
転
居

等
に
伴
い
、
新
住
所
地
の
地
方
公
共
団
体

に
お
い
て
新
た
に
社
会
保
障
関
係
の
申
請

が
な
さ
れ
る
場
合
に
、
前
住
所
地
の
地
方

公
共
団
体
が
保
有
す
る
情
報
が
必
要
と
な

る
こ
と
が
多
い
こ
と
、
ま
た
、
前
住
所
地

側
に
お
い
て
も
そ
の
た
め
の
応
答
事
務
が

生
じ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
独
自
利

用
事
務
に
つ
い
て
も
他
の
地
方
公
共
団
体

等
と
情
報
連
携
を
可
能
と
す
る
こ
と
に
は

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
も
の
と
考
え
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
定
個
人
情
報
保
護
委

員
会
に
お
い
て
は
、
こ
の
独
自
利
用
事
務

に
係
る
情
報
連
携
に
つ
い
て
、
今
後
必
要

な
手
続
等
を
含
め
随
時
情
報
提
供
し
て
い

き
た
い
。

全
国
の
各
町
村
に
お
か
れ
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
ま
た
、

シ
ス
テ
ム
改
修
や
特
定
個
人
情
報
保
護
評

価
な
ど
所
要
の
手
続
・
費
用
を
勘
案
の
上
、

こ
の
独
自
利
用
事
務
に
係
る
情
報
連
携
を

活
用
し
、
よ
り
一
層
の
行
政
運
営
の
効
率

化
や
住
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン日本興亜株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパン日本興亜の定める条件を満たす場合のみとなります。
　詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申し込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 「損害保険ジャパン日本興亜株式会社」は損保ジャパンと日本興亜損保が 2014年９月１日に合併し誕生した会社です。

03-3519-73250120-731-087
（受付時間  月～金  午前9時30分～午後5時）

FAX

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

用
事
務
に
つ
い
て
も
他
の
地
方
公
共
団
体

等
と
情
報
連
携
を
可
能
と
す
る
こ
と
に
は

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
も
の
と
考
え
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
定
個
人
情
報
保
護
委

員
会
に
お
い
て
は
、
こ
の
独
自
利
用
事
務

に
係
る
情
報
連
携
に
つ
い
て
、
今
後
必
要

な
手
続
等
を
含
め
随
時
情
報
提
供
し
て
い

全
国
の
各
町
村
に
お
か
れ
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
ま
た
、

シ
ス
テ
ム
改
修
や
特
定
個
人
情
報
保
護
評

価
な
ど
所
要
の
手
続
・
費
用
を
勘
案
の
上
、

こ
の
独
自
利
用
事
務
に
係
る
情
報
連
携
を

活
用
し
、
よ
り
一
層
の
行
政
運
営
の
効
率

化
や
住
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
ら
れ
る

●お見積りのご請求・お申し込み・お問い合わせなどは

（受付時間  月～金  午前9時30分～午後5時）株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014 東京都千代田区永田町1 11 32  全国町村会館西館内

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。
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情 報
　

天
栄
村
で
は
、「
村
」
の
新
た
な
価
値
観
を
創

出
し
、「
村
」
同
志
の
連
携
を
強
め
る
た
め
、
全

国
の
村
長
を
は
じ
め
、
自
治
体
関
係
者
、
地
域
づ

く
り
関
係
者
が
一
同
に
会
し
、
地
方
創
生
時
代
に

お
け
る
村
の
担
う
役
割
や
意
味
、
新
た
な
地
域
づ

く
り
の
あ
り
方
、
今
後
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て

様
々
な
協
議
や
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
を
目
的
に

「
第
４
回
全
国
村
長
サ
ミ
ッ
ト
in
天
栄
村
」
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

【
期

　
日
】

　
　

�

平
成
27
年
10
月
15
日
（
木
）・
16
日
（
金
）・

17
日
（
土
）

【
内

　
容
】

○
10
月
15
日
（
木
）

　
　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
視
察

○
10
月
16
日
（
金
）

　
　

�【�

会
場　

天
栄
村
羽
鳥
湖
高
原
交
流
促
進
セ

ン
タ
ー
】

　
　

13
時　

開
会
式

　
　

14
時　

記
念
講
演

　
　
　

講
師
：
内
山　
　

節　

氏
（
哲
学
者
）

　
　
　

演
題
：
「
地
方
創
生
と
地
方
自
治
」

　
　

15
時　

分
科
会
（
グ
ル
ー
プ
サ
ミ
ッ
ト
）

　
　
　
【
会
場　

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
】

　
　

�「
地
方
創
生
」
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
と

ら
え
、
サ
ブ
テ
ー
マ
ご
と
４
つ
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
抱
え
る
課
題
ご
と
に
討
論

　
　

・「
地
方
創
生
と
ま
ち
づ
く
り
」

　
　
　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　

井
原　

満
明　

氏

　
　
　
　
　

�

（
地
域
計
画
研
究
所
）

　
　

・「
地
方
創
生
と
移
住
・
定
住
」

　
　
　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　

甲
斐　

良
治　

氏

�

（
農
山
漁
村
文
化
協
会
編
集
局
次
長
）

　
　

・「
地
方
創
生
と
ひ
と
づ
く
り
」

　
　
　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　

山
下　

祐
介　

氏

�

（
首
都
大
学
東
京
准
教
授
）

　
　

・「
地
方
創
生
と
雇
用
創
出
」

　
　
　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　

松
本　

克
夫　

氏

�

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

　
　

18
時
30
分

　
　
　

交
流
会

　
　
　
　
【�

会
場　

羽
鳥
湖
高
原
レ
ジ
ー
ナ
の
森
】

○
10
月
17
日
（
土
）【
会
場　

天
栄
村
体
育
館
】

　
　

9
時
30
分

　
　
　

全
体
報
告
会

　
　
　
　

各
分
科
会
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
報
告

　
　
　

特
別
講
演

　
　
　
　

講
師
：
岡
㟢　

昌
之　

氏

�

（
法
政
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
　

演
題
：�

地
方
創
生
と
村
長
サ
ミ
ッ
ト
の

意
義

【
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

第
４
回
全
国
村
長
サ
ミ
ッ
ト
事
務
局

　
　
（
天
栄
村
役
場　

総
務
課　

企
画
係
）

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

0
2
４
8
（
82
）
2
1
1
1

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

0
2
４
8
（
82
）
2
7
1
8

「
第
４
回
全
国
村
長
サ
ミ
ッ
ト
in
天
栄
村
」開
催
の
お
知
ら
せ

　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員のみなさんの情報収集の利便
性を向上させるため、町村専用ページ「町村.com」を開設しています。
　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁などの政策情報を随時ご提供しているほか、
全国の町村の先進的な取り組み事例をはじめ、各種統計資料など様々なデータも公表しています。
　私どもは、「町村 .com」が町村関係者にとって真に役立つホームページとなることを目指し、こ

れからも充実をはかっていきたいと考えてい
ますので、ご覧になったご感想・ご意見を、下
記のメールアドレスにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用いただ
ける専用ページです。
  ご覧になる際は、所定のパスワードが必要になります。

・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ済み（平
成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせは、全国町村会
広報部までメール（kouhou@zck.or.jp）でお願いいたし
ます。
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随 想

11　平成27年 8 月31日

随 想
「
金
毘
羅
船
　々

追
手
に
帆
か
け
て

シ
ュ
ラ
シ
ュ
シ
ュ
シ
ュ
」
ご
存
知
、
民
謡

こ
ん
ぴ
ら
舟
々
の
一
節
で
す
。

琴
平
町
は
金
刀
比
羅
宮
（
こ
ん
ぴ
ら
さ

ん
）
の
門
前
町
と
し
て
、
江
戸
時
代
か
ら

多
く
の
参
詣
客
で
栄
え
て
き
た
町
で
す
。

皆
様
の
中
に
は
既
に
お
越
し
に
な
っ
た

方
も
多
い
か
と
存
じ
ま
す
が
、
金
刀
比
羅

宮
は
「
海
の
神
様
」
と
し
て
有
名
で
、
本

宮
ま
で
七
八
五
段
、
奥
社
ま
で
は
一
三
六

八
段
の
石
段
が
あ
り
、
江
戸
の
昔
よ
り
庶

民
信
仰
の
メ
ッ
カ
と
し
て
お
伊
勢
詣
り
と

と
も
に「
一
生
に
一
度
は
こ
ん
ぴ
ら
詣
り
」

と
称
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
境
内
に
あ
る
書
院
な
ど
に
は
伊

藤
若
冲
、
円
山
応
挙
、
高
橋
由
一
な
ど
の

著
名
な
美
術
・
工
芸
品
が
多
く
あ
り
、
近

年
の
ア
ー
ト
ブ
ー
ム
の
お
か
げ
で
芸
術
愛

好
家
か
ら
も
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
ま

た
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
ブ
ー
ム
と
い
う
こ

と
で
若
い
女
性
客
や
海
外
か
ら
の
お
客
様

が
増
え
て
い
ま
す
。
私
は
、
現
在
53
歳
。

そ
ん
な
賑
や
か
で
活
気
に
満
ち
た
町
で
生

ま
れ
育
っ
た
生
粋
の
「
こ
ん
ぴ
ら
っ
子
」

で
す
。

全
国
的
に
観
光
地
は
ど
こ
も
そ
う
だ
と

思
い
ま
す
が
、
高
度
経
済
成
長
期
か
ら
バ

ブ
ル
が
は
じ
け
る
ま
で
は
団
体
客
が
主
流

で
、
大
型
バ
ス
や
鉄
道
で
お
越
し
に
な
る

方
が
大
多
数
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま

す
。
夜
に
な
る
と
浴
衣
姿
の
観
光
客
が
街

中
を
そ
ぞ
ろ
歩
き
、
独
特
の
旅
情
を
醸
し

出
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
修
学
旅
行
の

学
生
で
土
産
物
店
に
も
多
く
の
人
が
溢
れ

て
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

年
間
3
0
0
万
人
が
訪
れ
、
県
内
は
も

と
よ
り
四
国
に
お
い
て
も
松
山
市
の
道
後

温
泉
と
並
ぶ
観
光
地
で
し
た
。
そ
し
て
、

瀬
戸
大
橋
が
開
通
し
た
昭
和
63
年
の
翌
年

に
は
6
0
0
万
人
を
超
え
る
観
光
客
が
押

し
寄
せ
、
町
内
は
活
気
に
満
ち
溢
れ
て
い

ま
し
た
。

し
か
し
、
ブ
ー
ム
は
一
過
性
の
も
の
で

数
年
後
に
は
も
と
の
状
態
に
戻
り
ま
し

た
。
と
は
い
え
年
間
2
5
0
万
人
か
ら
3

0
0
万
人
の
方
が
訪
れ
る
の
で
す
か
ら
、

人
口
１
万
人
に
も
満
た
な
い
町
と
し
て
大

い
に
健
闘
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
少
子
高
齢
化
が
全
国
平
均
よ

り
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
展
し
、
商
工
業
さ

ら
に
は
農
業
と
い
っ
た
分
野
で
後
継
者
が

育
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
商
工

会
青
年
部
に
お
い
て
は
、
私
が
代
表
を
務

め
た
当
時
、
50
～
60
名
の
会
員
が
在
籍
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
20
名
前
後
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
閉
塞
感
を
打
破
し

よ
う
と
琴
平
町
で
は
、
観
光
地
で
あ
る
と

い
う
特
色
を
活
か
し
、
こ
の
た
び
の
地
方

創
生
に
お
い
て
、
観
光
客
つ
ま
り
交
流
人

口
を
増
や
し
、
そ
の
観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
シ
ョ
ッ
プ
や
飲
食
店
の
開
業
を

め
ざ
す
都
会
の
若
者
に
移
住
・
定
住
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
支
援
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
歴
史
あ
る
町
並
み
を
復
元
し
、

後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
景
観
整
備
事

業
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
手
始
め
と
し
て
昨
年
、
全
国
の
門
前
町

が
集
ま
り
地
域
の
発
展
と
信
仰
を
中
心
と

し
た
文
化
の
継
承
を
目
指
す
「
全
国
門
前

町
サ
ミ
ッ
ト
」
を
、
友
好
親
善
町
村
で
あ

る
新
潟
県
弥
彦
村
か
ら
バ
ト
ン
を
引
き
継

ぎ
琴
平
町
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。町

内
に
は
歴
史
的
建
造
物
が
数
多
く

残
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
江
戸
時
代
の

芝
居
小
屋
を
復
元
・
保
存
し
、
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
旧
金
毘
羅
大

芝
居
（
通
称
・
金
丸
座
）
で
は
、
毎
年
春

に「
四
国
こ
ん
ぴ
ら
歌
舞
伎
大
芝
居
公
演
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
異
空
間
で

上
演
さ
れ
る
本
格
的
な
公
演
は
、
全
国
か

ら
多
く
の
歌
舞
伎
フ
ァ
ン
に
お
越
し
い
た

だ
い
て
お
り
、
今
年
で
第
三
一
回
を
数
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
金
刀
比
羅
宮
の
境
内
を
含

め
、
江
戸
・
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
の

建
造
物
が
多
く
あ
り
、
こ
れ
ら
を
活
用
し

歴
史
に
裏
付
け
さ
れ
た
趣
あ
る
町
並
み
を

形
成
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
数
百
年
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
の
歴
史
に
お
い
て
、
琴
平
町
が
琴
平
町

と
し
て
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
奮
闘
努
力

を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小お

野の

　
正ま

さ

人と

香
川
県
琴こ

と

平ひ
ら

町
長

こ
ん
ぴ
ら
今
昔
、そ
し
て
未
来
へ
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